
令和６年度 第５回教育研究審議会議事録 

 

日 時   令和６年１０月２４日（木） １４：２５～１５：０７ 

場 所    本部棟２階 中会議室 

出席者  沖議長、中村委員、五福委員、佐藤委員、伊東委員、近藤委員、尾﨑委員、北山

委員、末岡委員、高橋委員、山下委員、松浦委員、村田委員（出席１３名/１３名） 

（事務局）西山次長、奥井課長、吉賀班長、藤原主幹、岩佐主幹 

 

 

１ 開 会 

   

２ 議事録の確認 

  令和６年度第４回教育研究審議会（令和６年９月１９日）の議事録について承認された。 

 

３ 議 題 

［１］審議事項 

（１）次期理事長候補者適任者の推薦について 

・事務局から資料１及び別添資料１により、次期理事長候補適任者の推薦につい

て１件の提案があったことの説明があり、その可否を審議することとなった。 

理事長候補適任者 五福明夫氏（現公立大学法人岡山県立大学理事（兼副学長）) 

提案者 山下委員 

・審議内容が五福委員に関することであるため、五福委員は退席した。 

・引き続き、山下委員に提案説明を求めた後、意見聴取したが、特に意見もない

ため決議に入ることとし、退席した五福委員を除く１２名で投票を行うことと

した。 

・投票及び開票の結果、同意１２票と過半数の同意が確認されたため、五福明夫

氏を本審議会から理事長候補適任者として推薦することとした。 

 

（２）デザイン学部教員の選考について 

・事務局から資料２及び別添資料２により説明があり、原案どおり承認された。 

  【質疑応答等】 

   （問）（資料２－１）実務家として、評価をされたと思われる。今年度から博士

後期課程に進んでいるが、教員との両立は問題ないか。 

   （答）博士号取得に意欲的であり、教員との両立については、工夫していきたい

と話している。 

   （問）（資料２－２）応募資格で、修士、または修士同等以上の研究実績が必要

だが、候補者は学士しかない。採用にあたって、具体的にどの部分で評価し

たのか。 

   （答）豊富な実務経験と、受賞歴で修士相当と判断した。 

   （問）応募資格に国際交流に意欲的であることとあり、業績書等には記載がない

が、どのように確認をしたのか。 

   （答）面接で確認している。 

   （問）履歴書様式欄外の性暴力等に係る処分歴について、いつから記載している

のか。 

   （答）令和３年度の法律制定時に対応した。 

 

   ○次回審議会は令和６年１１月２１日（木）１４：３０から開催する予定。 


